
【情報 II】 
実教出版「数学 II」P.42~45「回帰による分析」 

データ分析の主要な⽅法の⼀つである回帰分析の⼿法を理解する。 

 

〜ClassPad.net の各種ふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

Excel を使い回帰分析を⾏う授業 
グループワークで Excel を活⽤することで、回帰分析に対する理解を深める。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「単回帰モデル」「回帰直線」
「パラメータ（回帰係数）」と
いった語句についてテキストふ
せんを⽤いて説明を⾏う。 
「最⼩⼆乗法」については、そ
の計算⽅法や数式も含めて⽰
す。 

 

⽬的・概要の説明 
既存のデータをもとにモデルを作成し、
それをもとに因果関係の分析や未来の予
測ができる「回帰」の概念を説明する。
この授業は、Excel を⽤いた⼈⼝と諸要因
の関係の分析を通して、回帰分析につい
て実践的に学習することを⽬的としてい
ることを伝える。 
 
 
 
重要事項の解説 
⼊⼒結果について 1 次関数を当てはめる
単回帰モデルについて説明し、それに関
連する語句の意味を解説する。 
ではその 1 次関数はどうやって決定され
るかという流れから、最⼩⼆乗法につい
ても解説する。 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：Excel による回帰分析を⽣徒が主体的に学習できるように指導をする。 
⽣徒向けの⽬標：Excel による回帰分析を通して、基本的な⼿法や、回帰分析によって得られる情

報の解釈を主体的に学習する。 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減 ：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふせん

を投影するだけで済む。 
・⽣徒の理解促進：ファイルふせんによるデータの共有や、授業⽀援機能による⼀⻫学習により、

回帰分析について効果的に学習できる。 
・協働学習促進 ：グループワーク機能で、他の⼈の分析結果や意⾒を知ることができ、協働学習

をサポートできる。 
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Excel データをファイルふせんで
共有し、Excel における回帰分
析、散布図の作成の⼿順、結果デ
ータの⾒⽅はテキストふせんに記
述しておく。 
グループで出た意⾒はふせんに記
⼊し共有する。 
 
 
 
 
⽣徒による意⾒はふせんに記⼊し
共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルふせんに貼り付けた
「SSDSE-基本素材」
(https://www.nstac.go.jp/use/liter
acy/SSDSE/)の Excel ファイル
を、授業⽀援機能を⽤いて⽣徒に
共有する。また、このデータの解
説
(https://www.nstac.go.jp/sys/files/
kaisetsu-E-2024.pdf)もファイルふ
せんで共有し、データの⾒⽅につ
いて確認する。 
2 変数での回帰分析の⼿順、結果
データの⾒⽅はテキストふせんに
記述しておく。 
回帰分析の結果はファイルふせん
で共有する。 
 
 
 
各グループの Excel の結果を投影
しながら発表させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 次関数の回帰分析の⼿順はテキ
ストふせんに記述しておく。 
⽣徒は授業⽀援機能で結果のファ
イルを送信する。 

グループワーク① 
47 都道府県別の⼈⼝と合計特殊出⽣率
を並べた Excel データを配布し、それを
もとに回帰分析を⾏う。その際、回帰直
線のグラフも含めた散布図の作成も⾏
う。 
結果を踏まえて、どのような傾向がみら
れるかをグループ内で話し合う。 
 
 
 
グループワーク①共有 
各グループの意⾒を共有した上で、必ず
しも全てのデータが直線に沿っているわ
けではないことを確認する。そこで、合
計特殊出⽣率以外に⼈⼝と関係がありそ
うなデータを⽣徒に挙げてもらい共有す
る。 
 
 
 
グループワーク② 
step4 で挙がった中で、SSDSE -基本素
材の Excel データにあるものを使って、
合計特殊出⽣率と合わせた 2 変数での回
帰分析を⾏う。グループごとに別のデー
タを使って⾏い、結果を踏まえてグルー
プ内で話し合う。 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
グループワーク②共有・発表 
各グループの代表者が、何のデータで回
帰分析を⾏ったのか、どんな結果が得ら
れたのかを発表する。 
	
 
 
 
 
 
まとめ・宿題 
授業内で解説した語句や、Excel を使っ
たデータ分析の⼿法について振り返りを
⾏う。また、授業で扱った 1 次関数に当
てはめる⽅法に加え、2 次以上の多項式
に当てはめるとよい柔軟なモデルを作る
ことができるのを説明した上で、グルー
プワーク①を 2 次関数の式に当てはめて
回帰分析を⾏うことを宿題とする。 
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参考・補⾜ 
回帰分析は、Excelだけでなく Python な
どのプログラミングを使うことによって
もできることを紹介する。 
 
 
 
 

 
NTT Integration Technical Blog
「Excel と Python での重回帰分析の
⽐較」
（https://www.niandc.co.jp/tech/20
250327_60156/）などのウェブペー
ジの URLを貼り付けたリンクふせん
を送受信機能を⽤いて共有し、⾃主
的な学習を促す。 
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